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85
歳
以
上
の
人
に
、
５
月
上
旬
に
ク
ー

ポ
ン
券（
接
種
券
）を
送
付
し
ま
す
。

　
必
ず
中
身
を
確
認
し
、
接
種
す
る
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
内
容　
ク
ー
ポ
ン
券（
接
種
券
）、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ
、
予

診
票（
２
回
分
）、
ワ
ク
チ
ン
の
説
明
書

集
団
接
種
の
実
施
日　
５
月
中
旬
以
降

※
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
は
調
整
中
で
す
。

集
団
接
種
会
場　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

※
土
足
で
入
場
で
き
ま
す
。
広
い
会
場
で
す

の
で
、
歩
き
や
す
く
履
き
慣
れ
た
靴
で
来

て
く
だ
さ
い
。 新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

85
歳
以
上
の
人
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券（
接
種
券
）を
送
付
し
ま
す

85
歳
以
上
の
人
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ

く
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用　
無
料

接
種
回
数　
３
週
間
の
間
隔
を
空
け
て
２
回

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
ク
ー
ポ
ン
券（
接
種
券
）

▽
予
診
票

　
※
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
本
人
確
認
書
類（
保
険
証
や
運
転
免
許
証

な
ど
）

▽
お
薬
手
帳（
内
服
中
の
人
）

※
接
種
に
不
安
が
あ
る
人
や
、
何
ら
か
の
病

気
で
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
、
接
種
が

可
能
か
ど
う
か
必
ず
事
前
に
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
肩
を
出
し
や
す
い
服
装
で
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

※
85
歳
未
満
の
人
へ
の
ク
ー
ポ
ン
券（
接
種

券
）は
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
な
ど
を
踏
ま

え
順
次
発
送
し
ま
す
。

　
接
種
に
関
す
る
情
報
は
、
決
ま
り
次
第
市

報
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
公
民
館
掲
示
板
、

市
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
５
月
上
旬
ま
で
に
国
か
ら
供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
量
が
非
常
に
少
な
い
た
め
、
限
定
的
に
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

　
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
接
種
の
積
極
的
な
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
高
齢
者
施
設
の
入
所
者
の
接
種
は
、

条
件
が
整
っ
た
施
設
で
行
い
ま
す
。
市
と
施

設
で
接
種
の
調
整
を
行
う
た
め
、
接
種
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
施
設
で
接
種
を
受
け
る
入
所
者
も
、
ク
ー

ポ
ン
券（
接
種
券
）が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
健康スポーツ課健康づくり担当
☎（501）1134　F（501）1135

1008233

　集団接種は「完全予約制」
です。必ず来場の前に予約
してください。
　なお、85歳以上の人の
集団接種の予約開始日は、
クーポン券（接種券）の封筒
（裏面）に記載します。

高
齢
者
施
設

入
所
者
の
接
種
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ワクチン接種後に副反応が出た場合などの相談先

集
団
接
種
の

予
約
方
法
は
２
種
類

　ワクチンの副反応や、副反応発生時の対応、ワクチンの有効性・安全性など
の相談に応じます。

☎（0570）072972（ナビダイヤル）　※通話料がかかります。

県新型コロナワクチン専用ダイヤル
24時間受け付け（土・日曜日、祝日を含む）

▲クーポン券（接種券）の券番号記載箇所

　
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
接
種
の
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ク
ー
ポ
ン
券（
接
種
券
）に
記
載
の
券
番
号

と
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
接
種
希
望
日

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※
英
語
・
中
国
語
は
、
☎
０
５
７
０（
０
０
）

８
３
２
２
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

受
付
時
間

▽
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）：
午
前
９
時

～
午
後
７
時

▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日
：
午
前
９
時
～
午
後

５
時

予
約
方
法
①

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
相

談
・
予
約
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
０
６
）５
３
６
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
市
の
ワ
ク
チ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
で
取
り
扱

う
個
人
情
報
は
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
管
理
す
る
国
内
の
事
業
者
の
サ
ー

バ
ー
内
で
厳
重
に
保
管
し
、
適
切
に
管
理
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
開
始
時
期
は
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
、
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
方
法
②

市
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

※
予
約
は
30
分
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
初
回
接
種
後
、
会
場
で
２
回
目
の
予
約
受

け
付
け
が
で
き
ま
す
。

「追加」ボタンをクリッ
クする

QRコードを読み取る LINEホーム画面の検
索窓右端にあるボタン
をクリック

あすか

10

99

▲市LINE公式アカウント
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交
通
事
故
が
減
少
し
た

理
由
と
し
て
は
、
道
路
整

備
に
よ
っ
て
交
通
環
境
が

向
上
し
た
こ
と
、
自
動
車

性
能
が
上
が
り
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
春
日
市
で
は
、
自
治
会
や
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る
見
守

り
活
動
が
各
地
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

通
行
者
に
交
通
ル
ー
ル
が
浸
透
し
て
い
る
こ

市
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
昨
年
の
市
内
の
交
通
事
故
は
４
９
５
件
で
、

前
年
に
比
べ
93
件
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
自
転
車
の
交
通
事
故
は
、
全
事
故
の
約

４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
近
５
年
間
で
は
、
全
交
通
事
故

数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
中
、
自
転
車
の

交
通
事
故
数
の
減
少
幅
は
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
す
。

自
転
車
交
通
事
故
の
傾
向

▽
通
勤
・
通
学
や
帰
宅
の
時
間
帯（
午
前
７

時
～
９
時
、
午
後
５
時
～
７
時
）に
多
発

　
自
転
車
は
、
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
人
に
け
が

を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
を
知
り
、
未
然
に
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
　
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

〜
５
月
は
自
転
車
月
間
〜

福岡県警察本部交通部交通規制課

城
じょう

　賢
け ん じ

治 係長
（取材時：春日警察署交通第一課
　　　　  交通総務係所属）

▽
15
歳
～
19
歳
の
事
故
が
最
多（
次
い
で
、

10
歳
～
14
歳
、
30
歳
～
34
歳
）

自
転
車
の
交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
い
状
況

　
昨
年
１
年
間
で
発
生
し
た
、
自
転
車
の
交

通
事
故
の
約
60
％
は
、
交
差
点
や
横
断
歩
道

付
近
、
ま
た
、
商
業
施
設
な
ど
の
道
路
に
面

し
た
場
所
か
ら
車
道
に
出
て
く
る
車
と
の
出

会
い
頭
の
接
触
事
故
で
す
。

　
特
に
、
市
内
を
南
北
に
通
る
県
道
31
号
線

で
は
、
多
く
の
店
舗
が
立
ち
並
ぶ
た
め
、
店

舗
敷
地
か
ら
車
道
に
出
て
く
る
車
と
自
転
車

の
接
触
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
市
で
は
交
通
事

故
が
減
少
傾
向
で
す
ね
。

と
が
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

こ
う
い
っ
た
地
域
活
動
と
連
携
し
、
よ
り
一

層
、
安
全
安
心
な
交
通
環
境
を
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交通事故に
詳しい警察官への

問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹　
F（
５
８
４
）１
１
４
３
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春
日
市
は
、
福
岡
都
市
圏
の
住
宅
都
市
で
、

３
つ
の
駅
も
あ
り
、
自
転
車
利
用
者
が
多
い

こ
と
も
原
因
の
１
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍か

で
、
自
転
車
利
用
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
普
段
、
自
転
車
に
乗
り
慣

れ
て
い
な
い
人
が
自
転
車
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
そ
う
い
っ
た
人
た
ち

も
含
め
、
一
人
一
人
が
よ
り
一
層
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
未
然
に
交
通
事
故
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
若
い
世
代
で
自
転
車
交
通
事
故
が
多
い
の

は
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
ル
ー
ル
を
守
ら

な
か
っ
た
り
、
事
故
を
起
こ
し
た
ら
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
想
像
で
き

て
い
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。

　
実
際
に
自
転
車
で
事
故
を
起
こ
し
、
相
手

に
け
が
を
負
わ
せ
、
多
額
の
賠
償
金
の
支
払

い
命
令
が
出
さ
れ
た
事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

全
国
で
は
、
１
億
円
近
い
賠
償
金
の
支
払
命

令
が
出
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

相
手
の
家
族
や
自
分
の
家
族
の
生
活
に
も
大

き
な
影
響
が
及
び
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
け
が
を
し
た
場
合
で
も
、

生
活
が
一
変
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の

で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
想
像
力
を
働
か
せ
、

信
号
無
視
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら

の
運
転
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
て
周
り
の
音
が

聞
こ
え
な
い
状
態
で
の
運
転
な
ど
は
絶
対
に

せ
ず
、「
相
手
に
け
が
を
さ
せ
な
い
・
自
分

も
け
が
を
し
な
い
」運
転
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
車
の
運
転
者
や
自
転
車
の
利
用
者
が
、
急

い
で
い
て
も
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
、
思
い
や

り
、
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
春
日
市
の
交
通
事
故
は
さ
ら
に
減

少
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
頃
、
見
守
り
活
動
な
ど
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
持
て
ば
、
お
の
ず
と
焦
る
気
持
ち
は
抑

え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
一
人
一
人
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
で
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
の
た
め
に
、
市
民
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、
自
転

車
の
交
通
事
故
は
、
な
か
な
か
減
少
し
て

い
ま
せ
ん
ね
。

自
転
車
の
交
通
事
故
は
15
歳
か
ら
19
歳

と
若
い
世
代
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
世
代
に
自
転
車
の
交
通
事
故

が
多
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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❶
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す

　
道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
車
両
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
車
」と

同
様
に
標
識
な
ど
の
規
制
を
順
守
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
歩
道
と
車
道
の
区
別
が
あ
る
と
こ
ろ
は
車

道
通
行
が
原
則
で
、
歩
道
を
通
行
で
き
る
の

は
、
次
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

▽
自
転
車
通
行
可
の
標
識
が
あ
る
と
き

▽
13
歳
未
満
の
子
ど
も
や
70
歳
以
上
の
高
齢

者
、
身
体
の
不
自
由
な
人
が
運
転
す
る
と

き
▽
道
路
工
事
や
駐
車
車
両
な
ど
の
た
め
、
車

道
通
行
が
困
難
な
と
き

❷
車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
は
道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❸
歩
道
は
歩
行
者
最
優
先
で
す

　
歩
道
で
は
、
安
全
な
速
度
で
車
道
寄
り
を

▽
２
人
乗
り
は
禁
止（
６
歳
未
満
の
子
ど
も

を
幼
児
用
座
席
に
１
人
乗
せ
る
場
合
な
ど

を
除
く
）

▽
２
台
以
上
並
ん
で
の
走
行
は
禁
止

▽
夜
間
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る

▽
信
号
を
必
ず
守
り「
歩
行
者
・
自
転
車
専

用
」信
号
機
が
あ
る
場
合
は
、そ
の
信
号
に

従
う

▽
交
差
点
で
の
一
時
停
止
規
制
の
順
守
と
安

全
確
認
を
徹
底
す
る

❺
乗
車
中
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

を
着
用
し
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
乗
車
中
の
大
き
な
交
通
事
故
で
は
、

負
傷
者
の
多
く
が
頭
部
を
損
傷
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
児
童
の
保
護
者
は
、
子
ど
も
に
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

走
行
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
の
通
行

を
妨
げ
な
い
よ
う
、
状
況
に
応
じ
て
一
時
停

止
し
、
歩
行
者
を
通
行
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

❹
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
周
囲
へ
の
注
意
が
散
漫
に
な
る
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
を
操
作

し
な
が
ら
、
ま
た
は
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
た

ま
ま
で
の
運
転
は
し
な
い
。

▽
自
転
車
も
飲
酒
運
転
は
禁
止

　
自
転
車
の
運
転
者
は
加
害
者
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、

自
転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
自
転
車
条
例（
福
岡
県
自
転
車

の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
及
び
活
用
の

推
進
に
関
す
る
条
例
）に
よ
り
、
自
転
車
保

険
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
起
き
た
損
害
賠
償
事
例（
神
戸
地
裁

平
成
25
年
７
月
）

　
自
転
車
に
乗
っ
た
小
学
生
が
、
夜
間
に
歩

行
者（
事
故
当
時
62
歳
）と
正
面
衝
突
。
歩

行
者
が
頭
蓋
骨
骨
折
な
ど
で
意
識
不
明
の

重
体
と
な
り
、
小
学
生
の
保
護
者
に
対
し

９
５
２
１
万
円
の
損
害
賠
償
が
命
じ
ら
れ
た
。

自
転
車
安
全
利
用

５
則
を
守
ろ
う

車から見える範囲

車から見える範囲

自
転
車
保
険
の

加
入
は
義
務
で
す

右側通行の危険性

点字ブロック上の走行
　点字ブロックは、視覚障がい者が安
全に歩行するために、歩道に設置され
た案内表示です。自転車で通行する
際は、点字ブロックを避けて走行する
など、視覚障がい者へ配慮しましょう。
　また、点字ブロック上に物を置いた
り、自転車を駐輪したりすると視覚障
がい者にとって大きな妨げとなるため
絶対にやめましょう。

回避行動が困難になるだけでな
く、車・自転車の運転者の視界
に現れるのが遅くなります。

▲交差点での接触事故を誘発 ▲見通しの悪いカーブで正面衝突
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問い合わせ先　
健康スポーツ課スポーツ担当　
☎（571）3247　F（571）3305

　いよいよオリンピック聖火ランナーが春日市を走る歴史的瞬間が近づいています。
　春日市内の聖火リレールートは、県営春日公園の自然風庭園から球技場内フィールドまでの1㎞。ランナー1
人が200mを走り、次のランナーに引き継ぎます。
　また、第5区間では次代を担う子どもたちがサポートランナーとして一緒に走ります。
　1964年のあの熱狂と興奮を再び感じられる機会です。あなたも歴史的瞬間に立ち会いませんか。

 日 時　5月11日（火）　午後0時30分〜（13分程度）

 場 所　県営春日公園
 　　　（自然風庭園〜球技場内フィールド）

 聖火ランナー　元
も と き

木紅
こ の は

葉さん（春日市出身）、他４人

 サポートランナー　市内小・中学校の代表者18人、
　　　　　　　　　高校生２人

東京2020
オリンピック聖火リレー

東京２０２０オリンピック聖火リレーは、ランナーだけでなく、
沿道で声援する人や携わるボランティアなど、関わる全ての人が主役です。
日本で開催される喜びや選手が大会にかける情熱などを人々に伝えながら、

大会への期待と夢を乗せて、オリンピック聖火は全国を回り
新国立競技場の聖火台へと運ばれます。

春日警察署

スタート ゴール
★

★

　聖火リレーの様子は、ＮＨＫ聖火リ
レーライブストリーミング特設サイト
で見ることができます。

※県営春日公園内は、法律によりドローンを
飛ばすことはできません。

https://nhk.jp/torch

ウェブでも応援

▲元
も と き

木 紅
こ の は

葉 さん（17歳）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
の
社
会
、
生

活
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
状
況
は
今
後
と
も
予
断
を
許
さ

ず
、
あ
ら
た
め
て
社
会
全
体
で
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
市
の
取
り
組
み

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

最
前
線
で
対
応
に
当
た
ら
れ
て
い
る

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

感
染
防
止
対
策
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

全
て
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍か

の
克
服
に
向
け
、
国
内

で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
動
き
も
本
格

化
し
て
お
り
、
本
市
と
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
速
や
か
に
接

種
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ

ン
が
全
て
の
市
民
に
行
き
わ
た
る
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
引
き
続
き
、
マ
ス
ク
の
着
用

や
手
洗
い
、
密
閉
、
密
集
、
密
接
の

３
つ
の
密
の
回
避
な
ど
、
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
や
事
業
者
の
皆
さ
ま

の
事
業
継
続
を
支
え
る
た
め
、
国
・

県
と
併
せ
て
本
市
も
緊
急
対
策
を
打

ち
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
に

お
い
て
も
、
状
況
を
注
視
し
、
必
要

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
３
年
度
は「
第
６
次

春
日
市
総
合
計
画
」の
初
年
度
と
な

り
ま
す
。
将
来
都
市
像
と
し
て「
住

み
よ
さ
実
感
都
市 

か
す
が
～
つ
な

が
る 

は
ぐ
く
む 

支
え
合
う
～
」を

掲
げ
て
お
り
、
10
年
後
も
、
そ
し
て

そ
の
先
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
住
み

よ
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
と
い
う
強
い
決
意
を
込

め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
で
は「
誰
も
が

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
み
ん
な
が
活
躍
す
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」、「
未
来
へ
つ
な
げ
る

ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
３
つ
の
基
本

理
念
を
新
た
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
理
念
は
、
本
市
が
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
上
で
常
に
意
識
し
て
い

く
基
本
的
な
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け「
み
ん
な
が
活
躍
す
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
苦
し
い
状

況
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
一
層
、
重
要

性
が
増
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
積
み
重
ね
、
行
政
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　井
いのうえ

上市長が、令和3年第1回市議会定例会（2月22日）において、市
の基本方針や政策についての姿勢を示す施政方針演説を行いました。
　施政方針演説の全文は、情報公開コーナー（市役所1階）や市民図書
館、市ウェブサイトで見ることができます。

施
政
方
針
演
説（
要
約
）

施施　　方針方針
令和3年度

政
〜一人一人を大切にする、持続可能なまちへ〜〜一人一人を大切にする、持続可能なまちへ〜

問い合わせ先　経営企画課企画担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145

1005365
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ど
）

◦
新 

浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改

訂
◦
新 

各
地
区
自
主
防
災
組
織
に
対

す
る
防
災
備
品
の
支
援

◦
新 

安
全
安
心
課
危
機
管
理
担
当

の
新
設

◦
継 

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

◦
継 

市
庁
舎
防
水
外
壁
改
修
工
事

設
置

◦
新 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
授
業
づ
く
り（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
活
用
）

◎
新 

ゆ
る
や
か
な
学
級
編
制（
小
学

校
５・
６
年
生
と
中
学
校
１
年
生

を
35
人
以
下
学
級
と
す
る
）

◎
新 

教
科
担
任
制（
小
学
校
５
・
６

年
生
の
一
部
教
科
）の
導
入

◦
継 
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業

◦
継 

航
空
騒
音
防
止
対
策
工
事（
春

日
北
中
学
校
）

◦
継 

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
全

校
配
置

◦
新 

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

◦
継 

地
区
公
民
館
大
規
模
改
修（
ち

く
し
台
地
区
・
須
玖
南
地
区
）

◦
継 

春
日
市
史（
平
成
版
）の
編
纂さ
ん

◦
新 
市
制
50
周
年
記
念
事
業

◦
継 
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
音
響
設
備
更
新

◎
継 

温
水
プ
ー
ル
大
規
模
改
修（
６

月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
）

◦
継 

西
野
球
場
等
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
事
業（
令
和
２
年
度
～
）

◦
新 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
イ
ベ

ン
ト

◎
新 

産
婦
健
康
診
査
事
業

◎
新 

産
後
ケ
ア
事
業

◦
新 

須
玖
保
育
所
の
公
私
連
携
型
保

育
所
へ
の
移
行

◎
新 

子
ど
も
発
達
支
援
室
の
開
設

（
４
月
）

◦
新 

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の

予
防
の
一
体
的
な
実
施
事
業

◦
新 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業

◎
新 

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設（
４
月
）

◦
新 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事

業
◦
継 

「
地
域
密
着
型
」特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
整
備

◦
新 

医
療
的
ケ
ア
児
等
在
宅
レ
ス

パ
イ
ト
事
業

◎
新 

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象

拡
大（
通
院
医
療
費
の
助
成
を
中

学
生
ま
で
拡
大
）

◦
継 

市
営
住
宅
建
替
事
業

◦
継 

那
珂
川
宇
美
線
下
白
水
西
工

区
お
よ
び
長
浜
太
宰
府
線
須
玖
北

工
区
の
整
備
促
進

◦
新 

道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

◦
継 

県
事
業「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線

連
続
立
体
交
差
事
業
」、
市
事
業

「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
」

◦
継 
浸
水
被
害
対
策（
小
倉
第
１
雨

水
幹
線
の
雨
水
排
水
路
改
良
な

施施　　方方針針
令和3年度

政 主要施策ピックアップ

人
と
地
域
が
つ
な
が
り
、

豊
か
さ
と
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
す
ま
ち

み
ん
な
で
支
え
合
い
、

誰
も
が
健
や
か
に
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

良
好
な
住
環
境
の
中
で
、

安
心
し
て
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

施政方針で述べた事業のうち、新たな取り組みを中心に紹介します。

令和３年度の取り組み ※新：新規事業、継：継続事業、
　◎：別途、紹介記事あり

持
続
可
能
で
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

行
政
経
営

安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
子
ど
も
が
す
く
す

く
と
成
長
で
き
る
ま
ち
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36

25

14

子ども発達支援室の
開設

温水プールの
大規模改修工事

子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
新
た
に「
子
ど
も
発
達
支
援
室
」

を
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
発

達
支
援
室
は
、
福
祉
部
門
で
実
施
し
て
き
た
発
達

支
援
に
関
す
る
業
務
と
教
育
委
員
会
で
実
施
し
て

き
た
特
別
支
援
教
育
な
ど
の
業
務
を
１
カ
所
に
集

約
す
る
も
の
で
す
。

　

０
歳
～
15
歳
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
発
達
特
性

に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
公
認
心
理
師
、
特
別
支
援
教
育
士
な
ど
の
専

門
職
の
配
置
を
手
厚
く
す
る
と
と
も
に
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所

な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
子
ど
も
の
特

性
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

［子育て支援課発達支援担当］

［健康スポーツ課スポーツ担当］

産婦健康診査事業・
産後ケア事業出

産
後
間
も
な
い
産
婦（
産
後
２
週
間
～
１
カ

月
）に
、
母
体
の
状
況
や
産
後
う
つ
の
状
況

を
診
察
す
る
た
め
の
費
用
を
助
成
す
る「
産
婦
健
康

診
査
事
業
」と
、
産
婦
人
科
医
療
機
関
な
ど
で
退
院

後
の
母
子
の
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

「
宿
泊
」や「
日
帰
り
」で
行
う「
産
後
ケ
ア
事
業
」を

4
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　
産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母
子
に
対
す
る
支

援
を
強
化
し
、
産
後
に
お
け
る
心
身
の
不
調
や
育

児
不
安
、
孤
立
感
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
産
後
う
つ
な
ど
を
予
防
し
、
子
ど
も

の
養
育
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

［子育て支援課母子保健担当］

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
温
水
プ
ー
ル

は
、
開
館
か
ら
約
20
年
が
経
過
し
、
建
物

や
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
た
め
、
令
和
２

年
度
に
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
大
規
模
改
修
工

事
に
着
手
し
、
現
在
、
休
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
人
が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
建
物
の
外
装
、
内
装
お
よ
び
機
械
・
電

気
設
備
の
更
新
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
、
６
月
を
予
定
し

て
い
ま
す（
24
ペ
ー
ジ
参
照
）。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
施
設
で
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
づ
く
り

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
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中学生の通院医療費の
助成

ゆるやかな学級編制・
教科担任制の導入

6

5

4

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
市
は
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

通
院
医
療
費
の
助
成
は
、
小
学
生
ま
で
が
対
象

で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
中
学
生
も
対
象
と
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
受
診
分
ま
で
の
助
成
対
象

▽
入
院
分
：
中
学
校
３
年
生
ま
で

▽
通
院
分
：
小
学
校
６
年
生
ま
で

令
和
３
年
４
月
受
診
分
か
ら
の
助
成
対
象

▽
入
院
分
：
中
学
校
３
年
生
ま
で

▽
通
院
分
：
中
学
校
３
年
生
ま
で

小
学
校
５
年
生
～
中
学
校
１
年
生
の
１
ク
ラ

ス
の
人
数
を
35
人
以
下
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
か
け
て
の
学
級
規
模

を
平
準
化
し
、
ゆ
る
や
か
な
学
級
編
制
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
５・
６
年
生
の
一
部
教
科
に「
教

科
担
任
制
」を
導
入
す
る
こ
と
で
、
中
学
校
の
授
業

環
境
に
近
づ
け
る
と
と
も
に
教
員
の
指
導
力
の
向

上
も
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
を
図
り
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
か
け
て

の
環
境
の
変
化
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
で
、
中
学

校
進
学
後
に
急
激
に
増
え
る
不
登
校
の
対
策
を
図

り
ま
す
。

［学校教育課学校教育担当］

東地域包括支援
センターの開設地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
、
福
祉
、

健
康
、
認
知
症
な
ど
に
つ
い
て
、
高
齢
者

と
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
高
齢
者
の
生

活
を
総
合
的
に
支
え
る
た
め
の
拠
点
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
市
内
２
カ
所（
北
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）で
業
務

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
４
月
に「
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
新
た
に
開
設
し
、
相
談
・
支
援
体
制
の
更
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

［高齢課指定指導担当・高齢者支援担当］

［国保医療課医療担当］

施施　　方方針針
令和3年度

政 主要事業ピックアップ

11 市報かすが ｜ 令和3年5月1日



財政課財政担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

●一般会計予算　344億373万円（前年度比−3.6％）

●特別会計予算　224億5,656万円（前年度比＋3.0％）
各事業の主な増減の理由は、次のとおりです。
●国民健康保険事業（前年度比−1.9％）：給付費の減少
●後期高齢者医療事業（前年度比+4.1％）：給付費の増加
●介護保険事業（前年度比+5.8％）：給付費の増加や地域包括支援センターの増設による影響
●筑紫地区介護認定審査会事業（皆減）：筑紫地区輪番制の当番市任期終了
●下水道事業（前年度比+14.5％）：雨水施設維持補修費などの増加

※市民1人当たりの予算額を算出するための人口は、令和3年2月末（113,279人）を用いています。
　また、残高は全て令和3年度末見込みのものです。

※下水道事業会計は、特別会計合計・全会計合計では、支出額を計上しています。
※特別会計合計、全会計合計は、各会計の万円単位の予算額の合計です。

会計区分
予算額 対前年度比

令和3年度 令和2年度 増減額 増減率

一般会計 344億373万円 356億7,721万円 ▲12億7,348万円 ▲3.6%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 96億4,546万円 98億3,571万円 ▲1億9,025万円 ▲1.9%

後期高齢者医療事業特別会計 15億499万円 14億4,597万円 5,902万円 4.1%

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 73億5,193万円 69億5,078万円 4億115万円 5.8%
筑 紫 地 区 介 護 認 定
審 査 会 事 業 特 別 会 計 − 1億2,453万円 ▲1億2,453万円 皆減

下 水 道 事 業 会 計
（ 公 営 企 業 会 計 ）

収入　34億6,563万円 収入　28億8,684万円 5億7,879万円 20.0%

支出　39億5,418万円 支出　34億5,361万円 5億57万円 14.5%

特 別 会 計 合 計 224億5,656万円 218億1,060万円 6億4,596万円 3.0%

全 会 計 合 計 568億6,029万円 574億8,781万円 ▲6億2,752万円 ▲1.1%

■令和3年度当初予算 （▲マイナス）

令和3年度春日市当初予算
〜コロナ禍

か
においても、幅広い世代の社会保障の充実を図る堅実予算〜

自主財源の要である市税は、新型コロナウイルスの影響に伴う個人所得などの減少による個人市民
税の減額を見込んでいます。また、固定資産税についても据置きや軽減措置が実施されることから
減額を見込んでいます。
実質的な地方交付税（地方交付税及び臨時財政対策債の合計）については、国の計画を加味した上で、
増額を見込んでいます。

歳入

小学校施設や市営住宅など老朽化した公共施設の大規模改修事業などによる普通建設事業費の減
少、市債元金償還金の減に伴う公債費の減少、会計年度任用職員の給与費の減少に伴う人件費の
減少などにより、前年度比で減額となりました。

歳出

予算総額　568億6,029万円（前年度比−1.1％）

令和3年度の当初予算をお知らせします。
今年度は、新型コロナウイルスの影響により市税収入が前年度比5.6％減少することが見込まれる中、発達支
援室事業や東地域包括支援センター運営事業をはじめとする幅広い世代に対する社会保障を充実させました。
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50 100 150 200 250 300 350 400
億円

0

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

その他の経費義務的経費
投資的
経費

扶助費
112億2,665万円　31.5％

扶助費
112億8,658万円　32.8％

物件費
50億2,497万円
14.1％

物件費
51億2,291万円
14.9％

その他
30億3,761万円

8.5％

その他
32億7,837万円

9.5％

人件費
44億1,667万円

12.4％

人件費
43億7,781万円

12.7％

公債費
28億1,249万円

8.2％

公債費
28億5,451万円

8.0％

普通建設事業費等
49億5,843万円
13.9％

普通建設事業費等
33億605万円
9.6％

補助費等
41億5,837万円
11.6％

補助費等
42億1,953万円
12.3％

0 50 100 150 200 250 300 350 400
億円

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

依存財源自主財源

市税
125億4,189万円　36.5％

市税
132億8,559万円　37.2％

国県支出金
101億615万円　28.3％

地方譲与税など
24億7,628万円

7.0％

使用料・分担金など
19億5,192万円

5.5％

諸収入
10億6,161万円
3.0％

市債
27億9,880万円

7.8％

地方交付税
39億9,686万円

11.2％

国県支出金
98億3,975万円　28.6％

使用料・分担金など
21億4,417万円

6.4％

諸収入
5億5,521万円
1.6％

市債
26億7,680万円

7.8％

地方交付税
38億3,538万円

11.1％

地方譲与税など
28億1,054万円

8.0％

　自主財源の柱である市税は減収となる一方で、実質的な地方交付税は、前年度比11.4％の増収を見込んでいます。
また、建設事業に伴う市債については4年ぶりに減収となる見込です。

増減した主な財源（増減額）
　市税（−7億4,370万円）、諸収入（−5億640万円）、国庫支出金（−2億250万円）、市債（−1億2,200万円）、地方
特例交付金（+3億5,244万円）、財産収入（+1億7,483円）

　義務的経費は、会計年度任用職員に係る給料などの減少や償還元金と利子が減少となることに伴う公債費の減少
が主な要因となり、2,096万円の減少となりました。
　投資的経費は、小学校施設整備事業および欽修市営住宅などの市営住宅建替事業費の減少により16億5,238万円
の減少となりました。

◆性質別

※使用料・分担金などは、分担金および負担金、使用料および手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。
※地方譲与税などは、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、

環境性能割交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金の合計です。

※その他は、維持補修費、積立金、投資および出資金、貸付金、繰出金、予備費の合計です。

一般会計　歳入

一般会計　歳出
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支出区分 目的 予算額 構成比 市民1人当たりの
予算額

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉のために 165億6,794万円 48.2% 14万6,258円

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興のために 40億9,863万円 11.9% 3万6,182円

総務費 市の運営、戸籍、選挙などのために 33億2,886万円 9.7% 2万9,386円

土木費 道路や公園など都市基盤の整備のために 32億1,749万円 9.3% 2万8,403円

公債費 借入金の返済のために 28億1,250万円 8.2% 2万4,828円

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどのために 25億704万円 7.3% 2万2,132円

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 10億7,552万円 3.1% 9,494円

商工費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億6,573万円 1.1% 3,229円

議会費 議会の運営などのために 2億7,645万円 0.8% 2,440円

農林水産業費 農業振興などのために 6,517万円 0.2% 575円

労働費 雇用拡大や失業対策などのために 3,111万円 0.1% 275円

その他 その他の支出や、緊急を要するときのために 5,732万円 0.1% 506円

 合計 344億376万円 100.0% 30万3,708円

◆目的別

◆一部事務組合・企業団などへの負担の状況

令和3年度に実施する主な事業（全会計）

▶引き続き進めるもの　

　障害児通所給付事業（8億1,142万円）、こども医療事業（3億9,797万円）、温水プール大規模改修事業（3億8,755
万円）、大和市営住宅建替事業（3億5,777万円）、上白水公園整備事業（2億8,690万円）、水城跡整備事業（2億6,762
万円）、中学校施設整備事業（2億26万円）、市庁舎長寿命化事業（1億9,106万円）、欽修市営住宅建替事業（1億9,047
万円）、長浜太宰府線整備事業費（1億8,074万円）、児童センター管理事業（1億22万円）

▶新たに取り組むもの　

　発達支援室事業（2,792万円）、東地域包括支援センター運営事業（2,594万円）、市制５０周年記念事業（1,379万
円）、産婦健康診査事業（900万円）

　本市が加入する一部事務組合への負担金と春日那珂川水道企業団への出資金などの状況は、下表のとおりです。
経常経費の一部と施設整備基金積立金の減少などにより、全体として108万円の減少になりました。

区分 共同処理する事務 予算額 市民1人当たりの
予算額

春日大野城衛生施設組合 不燃ごみの処理 2億560万円 1,815円

春日・大野城・那珂川消防組合 消防・救急業務 10億154万円 8,841円

春日那珂川水道企業団 水道用水の供給 4,155万円 367円

筑慈苑施設組合 火葬場の運営 4,495万円 397円

福岡県自治振興組合 職員研修及び公文書の保存など 155万円 14円

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合 消防団員の公務災害補償事務 77万円 7円

筑紫自治振興組合 筑紫地区地域活動支援センターの管理運営など 979万円 86円

福岡都市圏南部環境事業組合 可燃ごみの処理 3億8,283万円 3,379円

福岡県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療制度事務の一部 9億5,574万円 8,437円

合計 26億4,432万円 2万3,343円
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基金の見込み残高　  136億2,079万円

市民１人当たりの残高　　　12万241円

　基金とは、家計に例えると預貯金に当たるもので
す。
　基金には、あらかじめ使い道を決めて積み立てる
もの（連続立体交差事業等整備基金など）と、大幅な
減収や災害など予期しない支出に備えて積み立てる
もの（財政調整基金）があります。
　令和3年度は、公園整備事業や都市計画道路事業
などの事業費に充てるため、基金を取り崩す見込み
で、基金残高は減少する予定です。

億円
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基金全体
うち財政調整基金
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市債の見込み残高　  283億1,574万円

市民１人当たりの残高　　24万9,965円

　市債とは、家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくる際、その費用を一括して支払えない場合に市債を発行し資金を借り入れることがありますが、
これには、借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将来利用する市民との費用負担を公平にする効果
もあります。
　市では、新規の借り入れをできる限り抑制し、市債残高の減少に努めていますが、臨時財政対策債（国の地方交付
税の財源不足を補うための市債）の発行額が増額になることに伴い、市債残高は全会計分では昨年度とほぼ横ばいの
見込みです。残高の内訳を見ると、臨時財政対策債の残高は、3年ぶりに増加する予定であり、市債残高全体に占め
る割合は、依然として50％を超える見通しです。

■基金残高の推移（決算ベース）

■新規借入額の推移（決算ベース）　 ■市債残高の推移（決算ベース）

※令和2・3年度は見込み額

※令和2・3年度は見込み額※令和2・3年度は見込み額

一般会計　基金（市の預貯金）の状況

一般会計　市債（市のローン）の状況
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問い合わせ先  健康スポーツ課健康づくり担当
☎（501）1134　F（501）1135

▽市民健康診査、がん検診など ：  1001777

▽後期高齢者健康診査など ：  1008442

健康に自信のある人もない人も
市民健診を受けましょう

　いつまでも健康で元気に暮らしていくために、市民
健診を受けましょう。

◎市民健診とは
　　市民健康診査のことで、「健康診査」、「がん検診

など」の2つに分かれます。
　○健康診査　身体測定、血液検査、血圧測定、尿

検査、医師の診察など
　　※加入している医療保険や年齢によって、料金や

受診できるかどうかが異なります。
　○がん検診など　胃がん検診、肺がん検診、大腸が

ん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、前立腺
がん検診、腹部エコー検査、骨粗しょう症検診

　　※年齢や受診場所によって、料金や受診できるか
どうかが異なります。

◎受診するためには
　　市民健診を受けるには、対象者宛に送付する「市

民健康診査のご案内」が必要です。

　○送付対象者
　　 ▽40〜74歳の人
　　 ▽20〜39歳の市国民健康保険に加入している人
　　 ▽過去５年以内に市民健診を受診している人
　※案内通知の送付対象外で、受診を希望する人は連

絡してください。
　○送付時期　6月中旬（予定）
　○健診料金　「市民健康診査のご案内」に記載
　○受診方法
　　 ▽個別健診
　　　期間　6月15日㈫〜令和4年2月28日㈪

▲市民健康診査のご案内（封筒）

　　　場所　市指定医療機関
　　　予約方法　直接市指定医療機関に連絡する
　　　※「市民健康診査のご案内」に同封している「個

別健診カード」が必要です。市指定医療機関
は、案内に記載しています。

　　 ▽集団健診
　　　期間　7月16日㈮〜令和4年1月27日㈭までの

間に42回程度を予定
　　　場所　いきいきプラザ
　　　予約方法　「市民健康診査のご案内」に同封して

いる「集団健診申込ハガキ」で申し込む

◎75歳以上の人（65歳以上75歳未満の後期高齢者医
療被保険者を含む）へ

　　県後期高齢者医療広域連合が「後期高齢者健康診
査受診票」（桃色）を送付します。

　送付時期　4月下旬（今年度75歳になる人は誕生月）
　実施期間　受診票が届いてから令和4年3月31日㈭

まで
　受診方法　後期高齢者健診医療機関に予約する
　※どの医療機関に予約してよいか分からない人は、

県後期高齢者医療広域連合お問い合わせセンター
に問い合わせてください。

　　問い合わせ先　県後期高齢者医療広域連合お問
い合わせセンター

　　☎（651）3111　F（651）3901
　※市民健診の集団健診でも受診可能です。また、市

が実施するがん検診などと同時に受診することも
できます。その際には「市民健康診査のご案内」が
必要ですので、送付時期（6月中旬予定）を過ぎて
も届いていない場合は、健康スポーツ課健康づく
り担当へ連絡してください。
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市ウェブサイトページ番号

問い合わせ先  環境課生活環境担当
☎（584）1111㈹　F（584）1147　  1001268

実施します
狂犬病予防集団注射

　狂犬病は、人を含む全ての哺乳類が感染する可能性
がある病気で、発症すればほぼ100％死に至る恐ろし
い感染症です。
　集団注射日程表のとおり、市内各地で狂犬病予防集
団注射を実施します。集団注射会場または、かかりつ
けの動物病院で接種してください。
　どの会場でも受けられます。なお、地区公民館には
車での来場はできません。
　来場者はマスクの着用や手指消毒の実施などの感染
拡大防止対策を行い、体調不良や熱などの症状がある
場合は来場を控えてください。
　なお、中止の場合は、市ウェブサイトや総合情報メ
ール、市L

ラ イ ン

INE公式アカウントでお知らせします。来場
前に必ず確認してください。

手数料　１匹当たり3,150円（未登録の場合6,150円）
※釣り銭が要らないように用意してください。
※動物病院での接種は料金が異なります。
注意事項

▽狂犬病予防注射申込書の問診欄を事前に記入し、必
ず持参する

▽首輪をしっかり着け、犬を制御できる大人が会場ま
で犬を連れてくる

▷かみつく恐れのある犬や攻撃的な犬には口輪を着け
る

▽犬の体調に不安がある場合は、接種を受ける前に、
必ず医師に相談する

※犬の病気や体調異常、飼い主による制御ができない
場合などには、予防接種を受けられないことがあり
ます。

令和３年度集団注射日程表
期日 会場 時間

5月21日㈮

須玖南地区公民館 午前9時30分〜10時
弥生地区公民館 午前10時30分〜11時
白水ヶ丘地区公民館 午後1時30分〜2時
上白水地区公民館 午後2時30分〜3時10分

5月24日㈪

平田台地区公民館 午前9時30分〜10時
松ヶ丘地区公民館 午前10時30分〜11時
桜ヶ丘地区公民館 午後1時30分〜2時
◎ふれあい文化センター 午後2時30分〜3時30分

5月30日㈰ ◎春日市役所 午前11時15分〜午後0時45分

6月8日㈫

下白水南地区公民館 午前9時30分〜10時
白水池地区公民館 午前10時30分〜11時
若葉台西地区公民館 午後1時30分〜2時
◎奴国の丘歴史資料館（岡本地区公民館そば） 午後2時30分〜3時10分

6月9日㈬

宝町地区公民館 午前9時30分〜10時
小倉地区公民館 午前10時30分〜11時
春日地区公民館（若水会館） 午後1時30分〜1時50分
ちくし台地区公民館 午後2時20分〜2時40分
塚原台地区公民館 午後3時10分〜3時30分

6月10日㈭

須玖北地区公民館 午前9時20分〜9時50分
泉地区公民館 午前10時20分〜10時40分
天神山地区公民館 午前11時10分〜11時30分
惣利地区公民館 午後1時30分〜2時
大谷地区公民館 午後2時30分〜3時

◎：車で来場できる会場
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申請・問い合わせ先  都市計画課計画担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143

申請・問い合わせ先  都市計画課計画担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143

知っていますか
木造戸建て住宅耐震改修等補助金交付制度

ブロック塀など
撤去費用の一部を補助します

　震災に強いまちづくりの推進を目的に、住宅の耐震
改修工事、耐震シェルターなどの設置、建て替えなど
に伴う住宅の除却費の一部を助成します。

対象となる住宅　次の全てに該当する住宅

▽市内に存在する2階建て以下の木造戸建て住宅

▽昭和56年5月31日以前に建築または工事着工したも
の

▽耐震診断（※）の結果、上部構造評点が1.0未満

▽この補助金の交付を過去に受けていない　

▽耐震改修工事および耐震シェルター設置の場合は、
居住者または居住予定者がいること

▽建て替えなどに伴う住宅の除却工事の場合は、申請
時点で居住していること、および除却後に地震に対
する安全性が確保された住宅などへ住み替えするこ
と

▽耐震改修工事により建築基準法および関係法令の規
定に違反しない

▽耐震シェルターなどの設置の場合は、高齢者などが
居住していること

※耐震診断は、（一社）福岡県住宅リフォーム協会など
で受けることができます。料金など詳しくは問い合わ
せてください。

　地震によるブロック塀などの倒壊による被害防止や
避難経路の確保を目的に、道路沿いのブロック塀など
を撤去する場合、費用の一部を補助する制度がありま
す。
　この補助を受けるときは、事前に市と協議が必要で
す。必ず工事の契約前に、相談してください。工事着
手後の申請や他の制度の補助を受けている場合は、対
象になりません。
対象となる工事　道路に面していて、地震により倒壊

する危険性があると判定されたブロック塀などを全部
または一部撤去する工事

　問い合わせ先　（一社）福岡県住宅リフォーム協会
　　 0120（782）783
対象となる人　次の全てに該当する人

▽この補助金の交付を過去に受けたことがない

▽市税を滞納していない

▽暴力団関係者でない
補助金額

▽耐震改修工事費の25％（上限30万円）

▽耐震シェルターなどの設置費の23％（上限15万円）

▽住み替えなどに伴う住宅の除却工事の場合、解体・
撤去に要する経費またはその住宅の耐震改修工事に
要する経費のいずれか低い方の23％（上限30万円）

募集件数　耐震改修工事、耐震シェルターなどの設置、
住宅の除却を合わせて10件程度（申込先着順）

申請期限（申請は着手前のみ可能）　12月13日㈪
※実績報告書の提出締め切りは令和４年2月14日㈪で

す。
注意事項

▽申請前に事前相談が必要です（耐震診断、工期、対
象要件など）。

▽申請の時点で既に着手している場合は、補助の対象
外です。

▽リフォーム工事などを同時に行う場合、耐震改修部
分以外は補助対象外です。

補助金額　撤去に要する経費の3分の2または16万円
のいずれか低い額

※その他条件があります。
募集件数　20件程度（申込先着順）
申請期限（申請は着手前のみ可能）　12月24日㈮
※実績報告書提出締め切りは令和4年2月28日㈪です。
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市ウェブサイトページ番号

問い合わせ先  子育て支援課子育て支援担当
☎（584）1010　F（501）0051

申請・問い合わせ先  こども未来課児童給付担当
☎（584）1126　F（584）1115　  1008623

あたたかい　ことばがつなぐ　こころのわ
5月5日〜11日は児童福祉週間です

低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）

　厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな
成長について、国民全体で考えることを目的に、毎年
5月5日の「こどもの日」から1週間を「児童福祉週間」と
定めています。

　新型コロナウイルス感染症による影響の長期化で、
失業や収入が減少した、低所得のひとり親世帯に対し、
給付金を支給します。

対象

▽令和3年4月分の児童扶養手当が支給される人
　※申請は不要です。給付通知を送付した後に、児童

扶養手当の支給口座に振り込みますので、受給拒
否や口座変更を希望する場合のみ、通知に記載し
ている期限までに届け出てください。

▽児童扶養手当受給資格者の認定は受けているが、公
的年金（老齢年金、遺族年金、障害年金、労災年金、
遺族補償など）の受給により、令和3年4月分の児童
扶養手当の支給が全額停止されている人

　※現在、児童扶養手当を申請していないが、申請し
た場合、公的年金などの受給により児童扶養手当
の支給が全部または一部停止されると推測される
人も対象となります。

▽児童扶養手当の申請をしていない人、または令和元
年中の所得が児童扶養手当所得制限限度額を超過し
ているため令和3年4月分の児童扶養手当の支給が
全額停止される人で、新型コロナウイルス感染症の
影響で収入が減少し、児童扶養手当受給者と同じ水
準となった人

給付額　児童1人につき5万円
※児童とは、児童扶養手当法令に基づき、18歳に達す

る日以後の最初の3月31日までの人です（特定の障
がいがある場合に限り20歳未満）。また、給付は1
回限りで、転入者で、前住所地において給付を受け

　この機会に、子どもたちのためにできることを考えて
みませんか。
　子どもたちが家庭や地域において、豊かな愛情に包
まれながら、夢と希望をもち、たくましく育っていける
ような環境・社会を、みんなでつくっていきましょう。

ている場合は、対象外です。
申請期限　令和4年2月28日㈪（消印有効）
申請方法　直接窓口に提出するか、郵送する
※申請書は窓口に設置しています。事前に記入する場

合や郵送で申請する場合は、市ウェブサイトから入手
した申請書に必要事項を記入して提出してください。

申請に必要な書類
①本人確認書類の写し（※1）
②受取口座の通帳またはキャッシュカードの写し（※2）
③戸籍謄本（※3）
④年金受給額や給与等収入額が分かる書類の写し（平

成31年1月〜令和元年12月）（※4）
⑤新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が減少し

たことが分かる書類（給与明細書など）（※5）
⑥ ⑤の書類から算出する１年間の見込収入額から控除

できる費用額がわかる書類（※6）
※1 窓口申請の場合は、原本を確認するため写しは不

要です。
※2 児童扶養手当受取口座を届け出ている人で、口座

変更を希望しない場合は不要です。
※3 児童扶養手当受給資格者の認定を受けている場合

は不要です。
※4 公的年金を受給していない場合は不要です。
※5 令和2年2月以降のものに限ります。
※6 自営業による事業所得や不動産所得がある場合の

み必要です。
注意事項

▽申請者の状況によっては、追加書類が必要な場合が
あります。また、必要書類は対象者により異なります。
詳しくは問い合わせてください。

▽申請時点で春日市に居住していない場合は、春日市
に申請ができません。
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問い合わせ先  市自治会連合会事務局（地域づくり課内）
☎（584）1111㈹　F（584）1153　  1008594

みんなできれいなまちをつくろう
春のクリーン作戦を実施します

　5月9日㈰に、市内全域で市自治会連合会主催の
「春のクリーン作戦」を行います。
　これは、日頃利用している道路や公園などをきれ
いにするとともに｢ポイ捨て防止｣など市民一人一人
のマナーアップを目指そうというもので、毎年実施
しているものです。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
各地区自治会で実施方法や開催の有無が異なりま
す。詳しくは、居住地区の自治会に問い合わせてく
ださい。
※参加する際は、マスクを着用し、手洗い・うがい

を徹底するなど、感染予防に努めてください。
※クリーン作戦に便乗して、家庭やマンション・団

地などから自転車や陶器・金属類、せん定枝葉、
粗大ごみなどを出すことは、絶対にしないでくだ
さい。

問い合わせ先  

▽普通自動車税（種別割）に関すること：県筑紫県税事務所自
動車税係

☎（513）5576　F（513）5597

▽軽自動車税（種別割）に関すること：税務課市民税担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1000900

期限内に納付してください　普通自動
車税（種別割）・軽自動車税（種別割）

　令和３年度の普通自動車税（種別割）、軽自動車税
（種別割）の納付期限は、5月31日㈪です。
　4月1日現在の普通自動車・軽自動車の所有者に
は、5月上旬に納税通知書を発送します。
　金融機関やコンビニエンスストア、口座振替（軽
自動車税（種別割）のみ）、スマホ決済のいずれかで
納付してください。
　なお、軽自動車税（種別割）を口座振替またはス
マホ決済で納付期限内に納付した人には、6月中旬
に車検用納税証明書を送付します。
※普通自動車税（種別割）をスマホ決済で納付した

場合は、車検用納税証明書の送付はありません。

申請・問い合わせ先  健康スポーツ課健康づくり担当
☎（501）1134　F（501）1135　  1001805

昭和32年4月1日以前に生まれた人
肺炎球菌予防接種の助成が受けられます

　国の経過措置が延長されたため、昨年度と同様の助
成を行います。
　予防接種を受けて肺炎を予防し、重症化を防ぎまし
ょう。助成を受ける場合は、必ず事前に手続きをしてく
ださい。
　原則として、新型コロナワクチンとその他のワクチン
は、2週間の間隔を空けて接種する必要がありますの
で、接種する際は注意してください。

対象　市に居住し、過去に1度も23価肺炎球菌予防接
種を受けたことがなく、次のいずれかに該当する人

▽昭和32年4月1日以前に生まれた人

▽接種日において60〜64歳の人で、心臓、腎臓、呼
吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスにより免
疫の機能に重い障がいがあり、身体障害者手帳1級

に相当する人
※今年度65歳になる人は、今回初めて助成の対象とな

るため、接種の案内を送付します。
接種期限　令和4年3月31日㈭
接種費用　3,000円（生活保護世帯と住民税非課税世

帯の人は無料）
※事前に手続きを行わないと、約8,000円の接種費用

がかかります。
手続きの流れ
①本人確認書類を持参し、健康スポーツ課健康づくり

担当（いきいきプラザ）か高齢課高齢者支援担当（市
役所）で申請し、決定通知書を受け取る

　※代理人による申請も可能ですが、同居者以外の申
請の場合は委任状が必要です。

　※住民税非課税世帯のうち、同居者に市民税の申告
が済んでいない人がいる場合は、申告が必要です。

②事前に病院に予約の上、決定通知書を持参し、予防
接種を受ける
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市ウェブサイトページ番号

問い合わせ先  奴国の丘歴史資料館
☎（501）1144　F（573）1077　  1008289

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎（584）1111㈹　F（584）1141

出土した銅剣など４点を展示
市指定化記念展（無料）

忘れていませんか
所得の申告

　国民健康保険加入者は、所得の有無に関わらず、
前年中の所得を申告する必要があります。
　申告が必要な人がいる世帯には、5月中旬ごろに
申請書を郵送しますので、速やかに提出してくださ
い。
　ただし、次に該当する場合は、申告の必要はあり
ません。

▽扶養親族として家族の申告書に記載がある

▽収入の種類が老齢年金のみである
※収入の種類が遺族年金か障害年金のみの場合

は、申告が必要です。

○注意事項
　　所得の申告をしなかった場合は、次の取り扱い

となります。
　 ▽国民健康保険税の軽減がかかる世帯において

も、正しい軽減判定が受けられません。
　 ▽１カ月の医療費が高額になった場合の自己負担

限度額が最高額となり、限度額適用認定証の
交付が受けられません。

応募・問い合わせ先  健康スポーツ課健康づくり担当
☎（501）1134　F（501）1135　  1008635

委員を募集します
春日市健康づくり推進協議会

　市民の健康づくりや病気の予防対策などの施策
を協議するに当たり、市民に合った健康づくりとは
何か、どのように普及させたら良いかなど、市民の
生きた声を反映させるため、健康づくりに関心のあ
る人を募集します。
活動内容　年2回程度の会議（午後7時〜）に出席

し、健康づくりに関する事項を協議する
対象　市に居住する20歳以上の人
※現在、市の他の附属機関などの委員となっている

人は除きます。
任期　7月1日〜令和5年6月30日（2年間）
報酬　会議出席1回当たり6,500円（別途費用弁償

として1,000円を支給）
募集人員　2人以内
選考方法　書類選考および面接
応募方法　5月24日㈪(消印有効）までに窓口また

は郵送で、申込用紙と応募動機（1,200字以内）
を提出する

※申込用紙（公募要項）はいきいきプラザに設置し
ています。また、市ウェブサイトでも入手できます。

　令和2年度、市指定文化財に指定された重要遺物
（須玖岡本遺跡出土）の展示会です。
　関連する銅剣、ガラス玉、甕

か め か ん

棺なども展示します。

期間　5月1日㈯〜5月30日㈰
※5月18日㈫は休館日

です。
時間　午前9時〜午後5

時（ 入 館 は 午 後4時
30分まで）

場所　奴国の丘歴史資
料館特別展示室

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　  1006782

2年ぶりに実施します
出前トーク「市長と語る」5月の日程

　より良いまちづくりのため、市長が各地区公民館
を訪問し、市民の皆さんと意見を交換します。
　今年度は、感染症対策のため、入場時に氏名と
連絡先の記入が必要です。

日程・場所

▽ 5月19日㈬：春日公園地区公民館

▽5月27日㈭：平田台地区公民館

▽5月31日㈪：春日原地区公民館
時間　午後7時〜8時（予定）

▲市指定文化財に指定された
銅剣・青銅製把

はとうしょく
頭飾
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令和2年度ふくおか共助社会づくり表彰を受賞

「えがおの会」主催“O
お み み

mimi事業”

文化財を市民交流の資源として活用

奴国の丘歴史資料館名誉館長就任式

市の福祉に役立ててもらいたい

陸上自衛隊福岡駐屯地曹友会による寄付金贈呈式

春日・大野城・那珂川消防組合

マスコットキャラクターの愛称命名者などを表彰

　県は、ＮＰＯ・ボランティア団体と企業・行政など
による共助社会づくりのための協働の取り組みを毎
年表彰しています。
　3月15日、市内のＮＰＯ法人「えがおの会」が、
井
い の う え

上市長に受賞の報告をしました。この事業を主催
する同会は、子どもの不登校や発達障がいなどに
悩む保護者の相談に応じるなど、相談者に寄り添っ
たさまざまな取り組みを行っています。

　市は、文化財の魅力発信などを推進するため、3
月22日、福岡大学名誉教授の武

た け す え

末純
じゅんいち

一さんを、奴
国の丘歴史資料館の名誉館長に迎えました。長年、
市の文化財専門員を務めてきた武末さん。「埋蔵文
化財を倉庫で厳重に保管・管理するのは閉鎖的。市
内の遺跡は宝の山なので、地域の人にも直に触れ
てもらい、体験を共有していくことで、文化的にも
豊かなまちづくりを推進したい」と述べました。

　陸上自衛隊福岡駐屯地曹友会が、市の福祉に役
立てて欲しいと市社会福祉協議会（市社協）に寄付
金2万5000円を贈呈しました。3月17日、市役所で、
井
い の う え

上市長立ち合いのもと贈呈式が行われました。
　市社協副会長の金

か な ど う

堂　実
みのる

さんは「曹友会からの寄
付は20回目。特に今年は、感染症の影響でチャリ
ティー事業が難しい中、ご協力いただきありがとう
ございます」と感謝の言葉を述べました。

　3月23日、春日・大野城・那珂川消防組合マス
コットキャラクター「Ｋ

コ ン

ＯＮ助」の命名者として、牧
ま き の

野
桜

さ や

椰さん（春日小６年）が、組合長の井
い の う え

上市長から表
彰を受けました。
　また、学校を通して応募することで生徒・児童の
防火・防災意識の高揚に積極的に取り組んだとして、
白水小学校と那珂川市立那珂川中学校に感謝状が
贈呈されました。

▲市長、扇
おおぎ

教育長に受賞を報告した同会の皆さん

▲（左から）扇
おおぎ

教育長、井
いのうえ

上市長、武末名誉館長、佐
さ さ き

々木副市長

▲（左から）金堂副会長、市長、宇
う と

土通
みちまさ

正曹友会会長

▲表彰された牧野さん（写真前列中央）
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春日西小学校放課後児童クラブ

プログラミング教室を開催

消臭・除菌液100ℓを寄贈

㈲旭に感謝状を贈呈

普通免許で運転可能な消防車両に更新

市消防団南分団消防ポンプ自動車引渡式

黄色のカバーで事故を防ぐ

ランドセルカバー贈呈式

　3月29日、春日西小学校放課後児童クラブ「つば
めクラブ」で、プログラミング教室が開催され、春
休み中の児童20人が参加しました。内容は、指示
した座標にサルのキャラクターを動かし、落下する
バナナをキャッチするというもの。同校６年生（取材
当時）の森

も り

　美
み お り

百莉さんは「学校でもパソコンの授
業はあるけど、プログラミングの体験は初めて。難
しいけどとても楽しい」と笑顔で話してくれました。

　4月5日、㈲旭（紅葉ヶ丘東）が、新型コロナウイ
ルス感染症対策に役立ててほしいと、消臭・除菌液
100ℓを市に寄贈しました。
　光触媒技術を用いた事業を行う同社は、昨年６月
にも抗菌マスク1,000枚を市に寄贈しており、２度
目の寄贈となります。
　同社代表、松

ま つ だ

田松
ま つ た ろ う

太郎さんは「今後も地域に貢献
していきたい」と述べました。

　3月30日、春日・大野城・那珂川消防組合消防
本部で、消防車両の引渡式が行われました。平成9
年に配備され、約24年間数々の火災現場で稼働し
てきた消防車両の老朽化が著しかったため、普通免
許で運転可能な3.5ｔ未満の消防車両へ更新しまし
た。市消防団の柴

し ば た

田団長は「最新鋭の消防ポンプ車
を配備していただき、関係各位のご厚意に深く感謝
します」と述べました。

　4月6日、春日地区交通安全協会春日支部から、
新小学校1年生約1,100人分のランドセルカバーが
寄贈されました。
　20年以上にわたり市への寄贈を継続している同
支部。同支部長の歌

う た の は ら

野原鶴
つ る お

生さんは「交通事故に遭
うのは7歳児が最も多いと言われている。通学に慣
れていない新1年生が、安全に楽しく学校生活を送
って欲しい」と語りました。

▲集中して受講する児童

▲感謝状を手にする松田さんと井
いのうえ

上市長

▲引渡式には同組合長として井
いのうえ

上市長も出席しました

▲（左から）歌野原支部長、同支部廣
ひろおか

岡順
じゅんこ

子さん、扇
おおぎ

教育長
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情報ひろ情報ひろ ばば
　
季
節
の
星
座
や
天
文
現
象
の
観
望

会
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
天
体
観
測
以
外
に
も
太
陽
の

観
測
が
で
き
ま
す
。
初
心
者
で
も
指

導
員
が
丁
寧
に
案
内
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。
天
候

な
ど
に
よ
り
内
容
が
変
更
、
も
し
く

は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

○
観
望
会
情
報（
期
日
・
内
容
）

　
　
全
て
無
料
で
す
。

　
▽
５
月
３
日
㈪
・
㈷
～
５
日
㈬
・

㈷

　
　
春
の
二
重
星
を
み
よ
う

　
▽
５
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰

　
　
春
の
大
三
角
を
た
ど
ろ
う

　
▽
５
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰

　
　
夕
方
の
細
い
月
を
パ
シ
ャ
リ

　
▽
５
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

　
　
ふ
く
ら
む
月
を
み
よ
う

　
▽
５
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰

　
　

夜
空
の
ク
マ
は
し
っ
ぽ
が
長

い
？

　
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

○
イ
ベ
ン
ト
情
報（
日
時
・
内
容
・
参

加
費
）

　
▽
５
月
９
日
㈰
・
23
日
㈰

　
　
午
後
３
時
～
４
時

　
　
太
陽
メ
ガ
ネ
工
作

　
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

　
▽
５
月
22
日
㈯

　
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時

　
　
星
座
か
み
し
ば
い（
ふ
た
ご
座
）

　
　
無
料

　
▽
５
月
26
日
㈬

　
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

　
　
特
別
開
館（
皆
既
月
食
と
ス
ー

パ
ー
ム
ー
ン
を
み
よ
う
）

　
　
無
料

　
　
※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

（
定
員
な
し
）。

　
定
員　
各
16
人（
申
込
先
着
順
）

　
※
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
小
学

校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
開
催
日
前
日
ま
で
に
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館（
金
～

日
曜
日　
午
後
２
時
～
９
時
）

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

info@
hoshinoyakata.com

市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

温
水
プ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

松ま
つ
だ田
丈た

け
し志
さ
ん
水
泳
教
室（
無
料
）

　

温
水
プ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、競
泳・オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
松
田
丈
志

さ
ん
に
よ
る
水
泳
教
室
を
行
い
ま
す
。

期
日　
６
月
５
日
㈯

内
容

○
記
念
式
典（
申
込
不
要
、
定
員
な

し
）

　
時
間　
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
５
駐
車
場

○
水
泳
教
室

　
▽
基
礎
練
習
の
部

　
　
対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
３

～
６
年
生（
25
ｍ
程
度
泳
げ

る
人
）

　
　
時
間　
午
後
２
時
～
３
時
10
分

　
　

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
温
水
プ
ー
ル

　
　
定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

　
▽
泳
力
ア
ッ
プ
の
部

　
　
対
象　
市
に
居
住
す
る
小
・
中

学
生（
50
ｍ
程
度
泳
げ
る
人
）

　
　
時
間　
午
後
３
時
30
分
～
４
時

40
分

　
　

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
温
水
プ
ー
ル

　
　
定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
方
法　
５
月
20
日
㈭
ま
で
に
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
申
し
込
む
か
、

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
伝
え
る

※
申
込
者
に
は
、
後
日「
参
加
証
」を

送
付
し
ま
す
。

※
温
水
プ
ー
ル
は
、
６
月
６
日
㈰
か

ら
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
松
田
丈
志
水

泳
教
室（
西
日
本
イ
ベ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
内
）

☎（
７
１
１
）５
４
９
１

F（
７
３
１
）５
２
１
０

松
田
丈
志
さ
ん
紹
介

　
競
泳
元
日
本
代
表
。
２
０
０
８
年

ア
テ
ネ
五
輪
か
ら
４
大
会
連
続
出
場
。

２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
４

０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
日
本
競

泳
史
上
初
と
な
る
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

２
０
１
６
年
リ
オ
五
輪
に
は
日
本
競

泳
界
最
年
長
の
32
歳
で
出
場
し
、
８

０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
52
年
ぶ
り

の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

小
学
４
年
生
以
上
対
象

み
ん
な
で
一
緒
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生

以
上
の
人

日
時　
６
月
19
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午（
受
付
：
９
時

40
分
～
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋

外
競
技
場

参
加
費　
１
人
１
０
０
円（
当
日
支

払
い
、損
害
保
険
加
入
費
を
含
む
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
22
日
㈯
～
30
日
㈰

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
道
具
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
グ
ラ
ウ

　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会　
西に

し
じ
ま島

☎（
４
０
２
）４
５
１
１（
F
兼
用
）

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
時

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
検
温

な
ど
の
感
染
防
止
対
策
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト

白
水
大
池
公
園

星
の
館

開
館
情
報

ス
ポ
ー
ツ
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参
加
し
ま
せ
ん
か

春
日
弥
生
の
里

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
６
月
24
日
㈭

　
午
前
９
時
15
分
～
午
後
６
時（
受

付
：
午
前
９
時
～
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ

種
目（
団
体
戦
）　
Ａ
級
、
Ｂ
級
、
Ｃ

級
、
Ｄ
級
、
シ
ニ
ア

参
加
費　
１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

定
員　
30
チ
ー
ム（
申
込
先
着
順
）

※
試
合
は
、
１
チ
ー
ム
６
～
７
人
の

人
数
構
成
で
、
３
ダ
ブ
ル
ス
の
団

体
戦
で
す
。

申
込
方
法　
５
月
28
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
す
る

※
申
込
用
紙
は
、
市
体
育
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://kasuga-
taikyo.com

）か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
バ
ド
ミ

　
ン
ト
ン
協
会　
畑は

た
い井
康や

す
こ子（
〒
816

－
０
８
０
６
光
町
３
－
３
－
７
）

☎
０
９
０（
２
８
５
５
）３
６
５
２

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

管
理
栄
養
士
が
応
じ
る

栄
養
相
談（
無
料
）

　
子
ど
も
の
偏
食
、
生
活
習
慣
病
予

防
や
高
齢
者
の
食
事
な
ど
に
つ
い
て
、

管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

日
時　
５
月
25
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
の
う

ち
１
時
間
程
度

※
別
日
程
で
の
相
談
を
希
望
す
る
人

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
個
別
相
談

室
申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
８
５
２
２

40
〜
74
歳
対
象

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象

歯
周
病
検
診（
無
料
）

　
成
人
の
約
８
割
は
、
歯
周
病
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
全
身
に
影
響
す
る
病
気
で

す
。
歯
と
口
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、

全
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に『
健
口（
け
ん
こ
う
）』

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
６
月
４
日
㈮

▽
午
後
１
時
30
分
～

▽
午
後
２
時
～

▽
午
後
２
時
30
分
～

※
い
ず
れ
か
の
時
間
帯
で
、
各
１
時

間
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
診
察
室
・

健
康
指
導
室

内
容

▽
歯
周
病
検
診

▽
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
と
口
の
体
操

定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
21
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

　
「
喫
煙
」は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
肺
炎
重
症
化
の
リ
ス
ク
の
１
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ

の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、

一
酸
化
炭
素
の
他
に
も
、
70
種
類
以

上
の
発
が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
て
お

り
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど

と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

禁
煙
の
薬
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
つ
ら
く
苦
し
い
も
の
と
思
わ
れ
が

ち
な
禁
煙
も「
禁
煙
補
助
薬
」を
使
う

こ
と
で
禁
煙
後
の
離
脱
症
状
が
緩
和

さ
れ
、
比
較
的
楽
に
禁
煙
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
禁
煙
治
療
に
は
健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一

般
医
療
用
医
薬
品
と
し
て
、
ニ
コ

チ
ン
ガ
ム
と
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
が
薬

局
・
薬
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４　

F（
５
０
１
）１
１
３
５

か
す
が
蕎そ

ば麦
打
ち
隊

そ
ば
打
ち
教
室

受
講
生
募
集

　
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

※
開
催
期
間
は
、
令
和
４
年
３
月
ま

で
で
す
。

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

参
加
費　
１
回
１
５
０
０
円（
４
人

前
）

定
員　
各
回
16
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き
、
持
ち
帰
り
用
容

器（
そ
ば
、
つ
ゆ
）

申
込
方
法　
開
催
日
の
２
日
前
ま
で

に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
希
望
日
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

健
康

自
分
の
た
め
、

大
切
な
人
の
た
め
に
禁
煙
を

講
演
・
講
座
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情報ひろ情報ひろ ばば
星
や
宇
宙
の
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
か

白
水
大
池
公
園
星
の
館

星
空
ク
ラ
ブ
20
期
生
募
集

　
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、

星
や
宇
宙
の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　
受
講
は
無
料
で
す
が
、
実
費
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
小
学
４
年
生

～
中
学
３
年
生

期
日
・
内
容

▽
第
１
回
：
６
月
６
日
㈰

　
星
と
星
座
①

▽
第
２
回
：
６
月
20
日
㈰

　
双
眼
鏡
で
天
体
観
測

▽
第
３
回
：
７
月
４
日
㈰

　
望
遠
鏡
で
天
体
観
測

▽
第
４
回
：
７
月
18
日
㈰

　
月
と
地
球

▽
第
５
回
：
８
月
１
日
㈰

　
地
球
の
仲
間
た
ち

▽
第
６
回
：
８
月
29
日
㈰

　
星
と
星
座
②

▽
第
７
回
：
９
月
５
日
㈰

　
太
陽
と
地
球

▽
第
８
回
：
９
月
12
日
㈰

　
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う

▽
第
９
回
：
９
月
19
日
㈰

　
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
よ
う

時
間　
午
後
３
時
～
４
時

※
第
９
回
の
み
午
後
３
時
～
４
時
30

分
で
す
。

苗
や
種
を
植
え
、
堆
肥
を
増
や
す
方

法
を
学
び
ま
す
。

日
時　
５
月
26
日
㈬

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
１
時

場
所　
下
白
水
南
６
－
１
９
０

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

定
員　
10
人（
市
主
催
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
受
講
し
た
こ
と

が
あ
る
人
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
５
月
６
日
㈭
～
17
日
㈪

に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

gom
igen@

city.kasuga.fuku

　

oka.jp

場
所　
同
館

定
員　
16
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈯
以
降
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
館

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

info@
hoshinoyakata.com

参
加
し
ま
せ
ん
か

初
心
者
向
け

県
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習

　
点
訳
を
通
し
て
、
視
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
希
望
者
は
、
電
話
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
県
在
住
の
点
訳
未
経
験
者
で
、

講
習
終
了
後
に
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

で
点
訳
活
動
が
可
能
な
人

期
日　
５
月
14
日
～
12
月
24
日
の
毎

週
金
曜
日（
全
25
回
）

※
会
場
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
開
催

し
な
い
週
が
あ
り
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
－
１
－
７
）

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
点
字

図
書
館（
原
町
３
－
１
－
７
）

☎（
５
８
４
）３
５
９
０

初
心
者
や
親
子
歓
迎

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

や
き
も
の
作
り
教
室

　
作
品
は
、
窯
で
焼
い
て
、
３
カ
月

後
に
渡
し
ま
す
。

日
時　
６
月
12
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
～
11
時

▽
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場

参
加
費　
粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り
３

　
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　
各
８
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
、
最
少
催
行
人
数
４
人
）

申
込
方
法　
５
月
28
日
㈮
ま
で
に
窓

口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間
を

伝
え
る

※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
そ

の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuo

　

ka.jp

１
０
０
８
２
８
６

５
月
３
日
㈪·

㈷
〜
５
日
㈬·

㈷

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
を
休
み
ま
す

　
５
月
３
日
～
５
日
は「
燃
え
る
ご

み
」の
収
集
は
休
み
ま
す
。

　
な
お
、「
燃
え
な
い
ご
み
」の
収
集

日
が
、
収
集
休
み
の
期
間
に
該
当
す

る
地
区
は
、
次
の
と
お
り
振
り
替
え

て
収
集
し
ま
す
。

陶
器
・
金
属
類
の
振
り
替
え
日

▽
５
月
３
日
㈪
・
㈷
→
２
日
㈰

▽
５
月
４
日
㈫
・
㈷
→
６
日
㈭

▽
５
月
５
日
㈬
・
㈷
→
７
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

生
ご
み
を
堆
肥
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
っ
た

菜
園
講
座（
無
料
）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
作
っ

た
堆
肥
の
使
い
方
を
、
全
６
回
の
講

座
で
学
び
ま
す
。
２
回
目
は
季
節
の

環
境
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子
ど
も
の
成
長
に
愛
の
手
を

募
集
し
て
い
ま
す

養
育
里
親

　
県
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
家
族

と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
一

定
期
間
家
庭
で
育
て
て
く
れ
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
の
期
間
だ
け
で
も
、
養
育
里

親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
こ

と
で
、
親
子
が
向
き
合
う
き
っ
か
け

や
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
た
場
所
で

成
長
し
て
い
く
可
能
性
を
広
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ー

ア
セ
ッ
ト
福
岡
オ
フ
ィ
ス（
福
岡

県
事
業
委
託
先
）

☎（
４
０
６
）６
３
５
１

F（
４
０
６
）６
３
５
２

info@
kiiasetto.or.jp

簡
単
な
家
事
支
援
を
行
う

ま
ご
こ
ろ
訪
問
事
業

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
無
料
）

　
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
１
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で

す
。

期
日　
６
月
11
日
・
18
日
・
25
日
の

金
曜
日（
別
途
実
習
あ
り
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室（
昇
町
３
－
１
０
１
）

内
容　
高
齢
者
と
の
接
し
方
や
基
本

的
な
生
活
援
助
な
ど

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
５
月
６
日
㈭
～
６
月
10

日
㈭
に
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高

齢
者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０

自
立
に
向
け
て
技
術
を
習
得

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の
講
習
会

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た

は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦

で
、
求
職
や
転
職
を
希
望
し
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
が
あ
る
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終

了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す（
無
料
、１
歳
～

未
就
学
児
、
要
申
し
込
み)

。

○
医
療
事
務
講
習
会

　
期
日　
６
月
６
日
～
８
月
８
日
の

毎
週
日
曜
日（
全
10
回
）

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修

室(

原
町
３
－
１
－
７)

　
内
容　
診
療
報
酬
明
細
書
作
成
や

診
療
報
酬
請
求
に
関
す
る
知
識

を
身
に
付
け
、
検
定
合
格
、
就

労
に
結
び
付
け
る

　
参
加
費　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ

ス
ト
代
の
一
部
と
し
て
８
０
０

　
　
０
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

　
定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り
）

　
申
込
方
法　
５
月
16
日
㈰（
必
着
）

ま
で
に
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
申

込
書
を
送
る

○
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
検
定

　
期
日　
６
月
８
日
～
７
月
16
日
の

毎
週
火・木・金
曜
日（
全
18
回
）

　
時
間　
午
後
６
時
～
９
時

　
場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
－
１
－
７
）

　
内
容　
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
に
直
結
す

る
知
識
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
模

擬
試
験
を
取
り
入
れ
な
が
ら
検

定
合
格
、
就
労
に
結
び
つ
け
る

　
参
加
費　
無
料（
検
定
料
と
テ
キ

ス
ト
代
の
一
部
と
し
て
５
０
０

　
　
０
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

　
定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り
）

　
申
込
方
法　
５
月
18
日
㈫（
必
着
）

ま
で
に
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
申

込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
、
市
こ
ど
も
未
来
課
ま

た
は
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
社

会
福
祉
課
ま
た
は
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https://fukuoka-kenboren.

　

jp/)

で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
－
０
８
０
４
原
町
３
－
１

－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
Ｆ
受

け
箱
11
号)

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
家
庭
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

　
子
ど
も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上

の
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

https://fu
kuoka-kenboren.jp/support_
legal.htm

l

）を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談
：
５
月
12
日
㈬
、
６

月
２
日
㈬

　
午
後
１
時
～
３
時

▽
夜
間
の
相
談
：
５
月
19
日
㈬
、
26

日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

※
相
談
時
間
は
、
約
30
分
で
す
。

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
－
１

－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

定
員　
１
日
４
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

福
祉
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情報ひろ情報ひろ ばば
受
講
生
募
集
し
ま
す

県
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
員
養
成
研
修（
無
料
）

　
盲
ろ
う
者（
視
覚
と
聴
覚
、
音
声

ま
た
は
言
語
機
能
障
害
が
重
複
し
て

あ
る
障
が
い
者
）と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
移
動
の
支
援
を
行
う
通
訳

介
助
員
を
養
成
し
ま
す
。

対
象　
受
講
終
了
後
に
通
訳
介
助
員

と
し
て
県
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

員
派
遣
事
業
に
登
録
し
、
活
動
で

き
る
人

期
日　
６
月
６
日
㈰
・
12
日
㈯
・
20

日
㈰
・
27
日
㈰
、
７
月
４
日
㈰
・

11
日
㈰・25
日
㈰
、
８
月
８
日
㈰・

22
日
㈰（
全
９
回
）

※
７
回
以
上
の
受
講
が
必
要
で
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

場
所　
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
原

町
３
－
１
－
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
研
修
室
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）県

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎（
５
８
４
）６
０
６
７

F（
５
８
４
）６
０
７
０

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は

師
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
正
し

く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し

ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
取
り
替
え
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
し
、
当
日
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
た
車
で

来
場
で
き
る
人

日
時　
５
月
31
日
㈪ 

　
午
後
１
時
～
４
時（
１
台
当
た
り

30
分
程
度
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
正
面
駐
車

場
定
員　
12
台（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
６
日
㈭
～
21
日
㈮

に
電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
車
種
と
色
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
メ
ー
カ
ー
名
、
子
ど

も
の
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す

る
患
者
さ
ん
へ
、
安
定
し
て
血
液
を

届
け
る
た
め
に
、
献
血
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
14
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

持
っ
て
く
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド

（
手
帳
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議

会（
市
福
祉
支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

実
施
し
ま
す

令
和
３
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
般
曹
候
補
生

　
対
象　
18
歳
～
32
歳
の
人

　
試
験
日　
５
月
22
日
㈯

　
受
付
期
限　
５
月
11
日
㈫

▽
自
衛
官
候
補
生

　
対
象　
18
歳
～
32
歳
の
人

　
試
験
日　
５
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

～
27
日
㈭
ま
で
の
う
ち
指
定
す

る
２
日
間

　
受
付
期
限　
５
月
11
日
㈫

▽
一
般
幹
部
候
補
生（
大
学
院
卒
者
）

　
対
象　
28
歳
未
満
で
修
士
課
程
修

了
者（
見
込
を
含
む
）

　
試
験
日　
６
月
26
日
㈯

　
受
付
期
限　
６
月
18
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
福
岡
地
方

協
力
本
部
福
岡
地
区
隊
春
日
分
駐

所
☎（
５
９
１
）７
４
５
０

F（
５
９
１
）７
４
５
１

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pc
　

o/fukuoka/
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る
方
へ

料
理
が
苦
手
な
人
も
大
歓
迎

離
乳
食
教
室

　
離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
に
つ

い
て
、
月
齢
の
近
い
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
同
士
、
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん

か
。

対
象　
お
お
む
ね
生
後
５
カ
月
～
８

カ
月
児
の
保
護
者

日
時　
５
月
28
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
室

１
内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、

試
食

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ

ル（
子
連
れ
の
場
合
）

申
込
方
法　
５
月
11
日
㈫
～
21
日
㈮

に
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

む
か
、
電
話
で
氏
名
、
電
話
番
号
、

子
ど
も
の
名
前･

生
年
月
日
を
伝

え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
健
康
づ
く
り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
８
２
１
９

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
取
り
付
け
方
を
教
え
ま
す

講
習
会
参
加
者
募
集（
無
料
）

　
Ｊジ

ャ

フ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）の
講

試
験

子
育
て
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子
育
て
中
の
人
に
お
す
す
め

子
育
て
地
域
推
進
事
業

春
っ
子
ひ
ろ
ば（
無
料
）

　
託
児（
生
後
６
カ
月
以
上
の
未
就

学
児
、
先
着
15
人
、
５
月
７
日
㈮
ま

で
に
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

※
未
就
学
児
同
伴
の
場
合
、
必
ず
託

児
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
13
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３
－
１
０
１
）

演
題　

私
ら
し
い
育
児
で
毎
日
が

も
っ
と
楽
し
く
な
る
～
そ
ろ
そ
ろ

あ
な
た
自
身
の
ケ
ア
は
じ
め
ま

せ
ん
か
～

講
師　
今い

ま
い井
清さ

や
か香
さ
ん（
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）

定
員　
会
場
参
加
15
人
、
オ
ン
ラ
イ

　
ン
参
加
10
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
７
日
㈮
ま
で
に
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
氏
名
、
電
話
番
号
、
託

児
が
必
要
な
場
合
は
子
ど
も
の
名

前
、
性
別
、
年
齢
、
参
加
方
法（
会

場
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
い
ず
れ
か
）

を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
推
進
課
地
域
福
祉

担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.n

　

e.jp

出
産
や
育
児
に
つ
い
て

夫
婦
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

パ
パ
マ
マ
教
室（
無
料
）

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
教
室

当
日
に
お
お
む
ね
妊
娠
６
～
８
カ

月
の
、
市
に
居
住
す
る
妊
婦
と
そ

の
夫

※
子
ど
も
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

期
日　
５
月
22
日
㈯

時
間

▽
午
前
の
部
：
午
前
10
時
～
正
午

▽
午
後
の
部
：
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
助
産
師
の
話
、
育
児
体
験

定
員　
各
12
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
５
月
６
日
㈭
午
前
８
時

30
分
～
10
日
㈪
午
後
５
時
に
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、電

話
で
妊
婦
の
氏
名
・
生
年
月
日
、出

産
予
定
日
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
月
～
金

曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

１
０
０
５
０
４
５

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
５
月
20
日
㈭

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５
－
14
－
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

運
用
開
始
し
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
組
合

　
消
防
本
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
や
利
便

性
向
上
の
観
点
か
ら
、
消
火
・
避
難

訓
練
通
知
書
、
防
火
管
理
講
習（
甲

種
、
乙
種
、
再
講
習
な
ど
）、
危
険

物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
に
つ
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

通
知
や
申
し
込
み
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
書
面
で
の
申
請
も
、
こ
れ
ま
で
通

り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
な
ど
の
日
程
は
、
消
防
本

部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部
予
防

課
☎（
４
０
４
）０
０
１
９

F（
５
８
４
）１
２
０
０

https://fukuoka.kon119.or.

　

jp/

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

疑
っ
た
と
き
の
相
談
・
受
診
方
法

　
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
、

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
電
話

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

か
か
り
つ
け
医
が
な
い
人
は
、

近
く
の
医
療
機
関（
福
岡
徳
洲
会

病
院
、
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
、
済

生
会
二
日
市
病
院
、
自
衛
隊
福
岡

病
院
を
除
く
）に
電
話
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
相
談
し
た
医
療
機
関
で
診
療
・

検
査
が
で
き
な
い
場
合
や
、
相
談

す
る
医
療
機
関
に
迷
っ
た
場
合
は
、

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所（
受

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
）に
電
話
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
保
健
福
祉

環
境
事
務
所（
受
診
・
相
談
セ

ン
タ
ー
）

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

☎（
７
０
７
）０
５
２
４

F（
５
１
３
）５
５
９
８

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
夜
間
は
、

24
時
間
対
応
相
談
窓
口（
☎（
６

　
４
３
）３
２
８
８　
F（
６
４
３
）

　

３
６
９
７
）に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談

そ
の
他

▲K
コ ン
ON助
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あそぼ～

◆ は申し込みが必要な行事です。申込受付は5月1日㈯の午前10時から、窓口か電話で、先
着順で行います（電話は午後6時まで）。小学生以上は本人が申し込んでください。◆小学生以上

（保護者を含む）は必ずマスクの着用をお願いします。未就学児のマスク着用は任意ですが、人
との距離の確保や咳エチケットなどの配慮をお願いします。◆発熱や風邪などの症状がある場
合は、利用できません。◆来館者が多い場合は、入場制限を行う場合があります。◆天候や新
型コロナウイルス感染状況により、行事を変更・中止する場合があります。

児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます。乳幼児（未就学児）は保児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます。乳幼児（未就学児）は保
護者同伴でお願いします。行事がない時でも、いろんな遊具などで楽しく遊べます。護者同伴でお願いします。行事がない時でも、いろんな遊具などで楽しく遊べます。
ぜひ利用してください。ぜひ利用してください。

須玖南2-120
☎（573）2431　F（584）7739須玖児童センター 光町2ｰ180ｰ4

☎（501）7014　F（501）7033光町児童センター

天神山1-213
☎（593）2777　F（593）2801白水児童センター大土居1-38

☎（581）5614　F（581）5616毛勝児童センター

小学生

運動あそび
｢卓球大会｣ 9日㈰ 午後1時15分〜2時、

当日先着13人
けかつ広場「ペッ
トボトル空気砲」 15日㈯ 午後1時15分〜2時、

当日先着13人
けかつ広場

「職員と対決」 22日㈯ 午後1時15分〜2時、
当日先着13人

作ってあそぼう
「スライム」 23日㈰ 午前10時15分〜11時、

8人

中高生 トワイライトゾーン 2日㈰、30日㈰ 午後5時〜5時40分、
当日先着10人

乳幼児

幼児タイム
「みんなで体操」 8日㈯、30日㈰ 午前10時30分〜11時、

8組
ヨチヨチ広場

（0〜1歳児向け）
13日㈭、14日㈮、 
27日㈭、28日㈮

午前11時〜11時30分、
12組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

11日㈫、12日㈬、 
25日㈫、26日㈬

午前10時30分〜11時、
12組

親子サロン
（0〜3歳児向け） 20日㈭ 午前10時30分〜11時、

12組

にこちゃん広場
11日㈫、12日㈬、
13日㈭、14日㈮、
25日㈫、26日㈬、
27日㈭、28日㈮

ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度

小学生

屋上であそぼう 1日㈯
午後2時〜2時30分（受付：
午後1時45分〜）、当日先
着10人、※雨天中止

作ってわくわく
「季節制作カーネ
ーション作り」

8日㈯
午前11時〜11時40分、
午後2時〜2時40分、

14人

わんぱく広場
「プラバン」 9日㈰、22日㈯

午前１０時１５分〜１１時（受
付：午前１０時〜）、午後1
時15分〜2時（受付：午後
1時〜）、当日先着14人

道場やぶり「バド
ミントン対決」 16日㈰ 午後2時〜2時30分（受付：午

後1時45分〜）、当日先着14人

中高生 トワイライトゾーン 2日㈰、23日㈰ 午後5時〜5時40分、
当日先着10人

乳幼児

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

13日㈭、14日㈮、
25日㈫、26日㈬

午前10時30分〜午前
11時、 14組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

19日㈬、20日㈭、
27日㈭、28日㈮

午前10時30分〜午前
11時、 14組

親子サロン
（0〜3歳児向け） 12日㈬、21日㈮ 午前10時30分〜午前

11時、 14組

ぴよちゃん広場
13日㈭、14日㈮、19日㈬、
20日㈭、25日㈫、26日㈬、
27日㈭、28日㈮

ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度

５月の行事予定

①午前10時〜11時50分
②午後1時〜2時40分
③午後3時〜4時50分

３日㈪・㈷、４日㈫・㈷、５日㈬・㈷、６日㈭、
１０日㈪、１７日㈪、１８日㈫、２４日㈪、３１日㈪

※館内消毒のため３区分に分けています。
※1人あたり1日1区分の利用です。

開館時間

今月の休館日

小学生

屋上DEあそぼ 12日㈬、19日㈬、
26日㈬

午後4時〜4時45分、当
日先着10人　※雨天中止

おまたせ！
トランポリン 8日㈯ 午前11時30分〜11時

50分、 12人
みんなで工作「び
っくり箱を作ろう」 9日㈰ 午前10時30分〜11時

30分、 12人

一輪車教室 29日㈯
午後1時10分〜2時30
分、 10人、雨天の場
合、30日㈰に延期

中高生 トワイライトゾーン 8日㈯、22日㈯ 午後5時〜5時40分、
当日先着10人

乳幼児

おまたせ！
トランポリン 8日㈯ 午前11時〜11時20分、

10組
わくわく広場「英語で
子どもとスキンシップ」 14日㈮ 午前10時15分〜11時

50分、 12組
ヨチヨチ広場

（0〜1歳児向け） 12日㈬、13日㈭ 午前11時〜11時30分、
15組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け） 26日㈬、27日㈭ 午前11時〜11時30分、

15組
親子サロン

（0〜3歳児向け） 21日㈮ 午前11時〜11時30分、
15組

親子でぎゅっ♪
15日㈯、19日㈬、
28日㈮

午後1時30分〜1時50
分、 8組

25日㈫ 午前11時〜11時20分、 8組

子育て相談会 19日㈬
午前10時〜11時50分、

3組（申込多数の場合
抽選、７日㈮締切）

小学生

屋上DEあそぼ 1日㈯、16日㈰
午後3時15分〜4時（受
付：午後3時〜）、当日
先着10人　※雨天中止

ワイワイ広場
「ナゾトレ☆脳ト
レクイズ大会」

2日㈰
午後3時15分〜4時（受
付：午後3時〜）、
当日先着10人

かんたん工作
「暗闇で光るプラ
バンを作ろう」

22日㈯、30日㈰ 午前10時15分〜11時
15分、 10人

ワイワイ広場「バ
ドミントン大会」 29日㈯

午後3時15分〜4時（受
付：午後3時〜）、
当日先着10人

中高生 トワイライトゾーン 9日㈰、22日㈯ 午後5時〜5時40分、
当日先着10人

乳幼児

ワイワイ
幼児タイム 23日㈰ 午前10時30分〜11時、

10組
ヨチヨチ広場

（0〜1歳児向け）
11日㈫、12日㈬、 
20日㈭、21日㈮

午前11時〜11時30分、
10組

ニコニコくらぶ
（2歳以上向け）

13日㈭、14日㈮、 
25日㈫、26日㈬

午前10時30分〜11時、
10組

親子サロン
（0〜3歳児向け） 19日㈬、28日㈮ 午前10時30分〜11時、

10組

おひさま広場
11日㈫、12日㈬、
13日㈭、14日㈮、
20日㈭、21日㈮、
25日㈫、26日㈬

ニコニコ、ヨチヨチ終了
後15分程度
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

新型コロナウイルス感染症対策本部 ＠kasuga_CoV
広報 @kasuga_PR
採用 @kasuga_saiyo
環境 @kasuga_kankyo
スポーツ @kasuga_sports

環境 @kasuga_kankyo
食育 @kasuga_syokuiku

議会
男女共同参画センターじょなさん

ＳＮＳ・メールもチェック

メール登録用 アプリiPhone版 アプリAndroid版

春日市総合情報メール

ID：＠kasuga_fukuoka

春日市L
ラ イ ン

INE
公式アカウント

アプリで登録する場合の登録用空メールアドレス入力画面で
「メール登録用」QRコードを読み取ってください。

防災 @kasuga_bousai
防犯 ＠kasuga_bouhan
納税 @kasuga_nouzei
地域教育 @kasuga_manabou

人権 @kasuga_jyonasan

さ
ん
ぽ
み
ち

自
然
の
中
で
生
き
る

　
海
や
山
に
囲
ま
れ
た
祖
父
母
の

家
に
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た
私

は
、
自
然
が
大
好
き
で
す
。
特
に
、

深
夜
に
雨
の
音
を
聞
く
と
、
心
が

癒
や
さ
れ
ま
す
▼
私
が
暮
ら
し
た

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
悪
く
、
ほ
と
ん
ど

の
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
無
い
た
め
、

深
夜
は
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
雨
季
に
は
、
毎
日
雨
が
降
り

続
き
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
最

高
の
環
境
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
▼
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
自

然
の
中
で
で
き
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
雨
水
を
た
め
て
、
そ

の
水
を
飲
ん
だ
り
体
を
洗
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
外
出
時
に
雨
が

降
っ
て
も
、
そ
こ
ら
中
に
生
え
て

い
る
バ
ナ
ナ
の
木
の
葉
っ
ぱ
を
取

れ
ば
傘
に
な
り
ま
す
。
喉
が
乾
い

た
ら
、
コ
コ
ナ
ツ
を
取
っ
て
き
て

水
分
補
給
を
し
ま
す
▼
人
間
は
、

自
然
の
中
で
過
ご
す
と
心
が
安
定

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
市

部
で
生
活
す
る
私
た
ち
も
、
た
ま

に
は
大
自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
、

心
を
整
え
た
い
で
す
ね
。
　
　
㋥

２
日
㈰

 たけの内科クリニック
　 ☎（593）0500

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 まつしたクリニック
　 ☎（555）5760

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 吉川レディースクリニック
　 ☎（918）8522

３
日
㈪
・
㈷

 いとう内科クリニック
　 ☎（927）0195

 丸山病院
　 ☎（922）9001

 岩﨑外科胃腸科医院
　 ☎（925）1526

 自衛隊福岡病院
　 ☎（581）0431

 早瀬川医院
　 ☎（924）3531

４
日
㈫
・
㈷

 またけ胃腸内科クリニック
　 ☎（572）2180

 秦病院
　 ☎（501）1111

 かなえ整形外科
　 ☎（583）3313

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 永川産婦人科医院
　 ☎（922）3164

５
日
㈬
・
㈷

 原病院
　 ☎（581）1631

 樋口病院
　 ☎（572）0343

 北城整形外科医院
　 ☎（926）3131

 福岡徳洲会病院
　 ☎（573）6622

 西尾産婦人科医院
　 ☎（928）1103

９
日
㈰

 丸山循環器科内科医院
　 ☎（924）3610

 済生会二日市病院
　 ☎（923）1551

 竹田胃腸科外科医院
　 ☎（953）1122

 済生会二日市病院
　 ☎（923）1551

 あまがせ産婦人科
　 ☎（572）5503

16
日
㈰

 倉岡内科クリニック
　 ☎（589）2555

 自衛隊福岡病院
　 ☎（581）0431

 たなか夏樹医院
　 ☎（596）4588

 自衛隊福岡病院
　 ☎（581）0431

 女性クリニックみのり
　 ☎（555）3663

23
日
㈰

 帆足医院
　 ☎（922）2746

 福岡大学筑紫病院
　 ☎（921）1011

 島本脳神経外科
　 ☎（555）9940

 福岡大学筑紫病院
　 ☎（921）1011

 西尾産婦人科医院
　 ☎（928）1103

30
日
㈰

 伊藤医院
　 ☎（922）3303

 樋口病院
　 ☎（572）0343

 こが整形外科クリニック
　 ☎（925）2929

 諸岡整形外科病院
　 ☎（952）8888

 牛島産婦人科医院
　 ☎（921）2511

救急電話相談・医療機関案内

休日当番医

小児科夜間・休日救急診療

小児救急電話相談

口腔保健センターちくし 休日急患歯科診療所  ※診療は急患のみ

急な病気やけがの対処についてや救急車の利用、最寄りの医療機関
などのアドバイスを行います（24時間、年中無休）。夜間当番医など、
詳しくはウェブサイト（ 1001374）を見てください。

当番医は変更になることがあります。必ず事前に問い合わせてください。

※祝日の診療時間は、いずれも午前9時〜午後9時30分です。
※受付終了は午後9時です。
※救急診療部からの支援体制を図る場合があります。

平日夜間（午後7時〜翌朝7時）、土曜日（正午〜翌朝7時）、日曜日（午
前7時〜翌朝7時）の子どもの急な病気やけがに対する処置の判断に
困ったときに、看護師や小児科医がアドバイスします。

春日原北町1-3-6 筑紫歯科医師会館内　☎（571）0118
受付日時　日曜日・祝日・年末年始・盆の午前9時〜午後4時

♯7119　☎（471）0099

♯8000　☎（661）0771

福岡大学筑紫病院
☎（921）1011 ㈪・㈬・㈮　午後5時〜9時30分

福岡徳洲会病院
☎（573）6622

㈫・㈭・㈯　午後5時〜9時30分 
            ㈰　午前9時〜午後9時30分

午前9時〜午後5時　　内科、　 外科、　 産婦人科

★ 緊 急 医 療 情 報 ★

今
月
の
納
期

納税は便利な口座振替のご利用を！

■ 軽自動車税（種別割）　全期
※末日が休業日のときは、翌営業日が納期限です。

（
令
和
３
年
３
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
  113,230人 （前月 −49）
  女58,348人（前月 ＋11）
  男54,882人（前月 −60）
●世帯数
  50,089世帯（前月 ＋150）

●増　転入 1,310人
　　　出生 70人
　　　その他 20人
●減　転出 1,375人
　　　死亡 72人
　　　その他 2人
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春日市ブランドイメージ春日市ブランドイメージ

春はスタートの季節です。春は新しいことが始まる季節です。

その「春」の「日」のまちだから、期待でワクワクするようなまちになろう。

良いまちは、誰かがつくってくれるものではなく、市民がつくっていくものです。

市民と行政が一つのチームになって、みんなで新しい春をつくる。

「春」とは、みんなに新しいこと、みんなが助かること、みんなが喜ぶこと。

暮らしが笑顔になる春を、どんどんつくっていく。

みんなで春をつくるから、ずっと住みたいまちになる。

みんなで春をつくろう。これからの春日市です。

ブランドイメージ
とは

　春日市の「協働」、「交流」、「コミュニティ」などに対する市民の思いや、まちづくりの方向
性をもとに、市の良さを一言で表現したものです。
　平成29年度に市民ワークショップでブランドイメージ「みんなで春をつくろう」が決定し、
ロゴデザインは全国公募し、市民投票で決定しました。

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

市報かすが 令和3年5月1日号　No.1188

■ 発行／春日市　〒816ｰ8501 福岡県春日市原町3ｰ1ｰ5　 https://www.city.kasuga.fukuoka.jp/
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友だち登録お願いします！
（春日市LINE公式アカウント）

春日市


